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火 力 発 電 所 の 中 央 制 御

Centralized Controlof ThermalPower Plant

広 秀 高*

内 容 梗 概

大容量火力発局所を,小数の保守員を以て安全容易にしかも合理的に制御し,発電能率を高く運転す

るためには制御の集中が絶対必要であり,いわゆる中央制御方式がこの解決方法として採用されている0

中央制御の実施に当っては,その運転責務を第一とし多くの重要な条件を考慮して方式と構成を定め

ねほならない｡すなわち機器はできるだけ自動化し,中央窒にほ白動装置を完備したボイラの制御,タ

ービンの運転監視調整,発電機の制御を簡潔なものとして集中し,タ【ビンの起動停山
水素置換など

は現場制御盤で行う■ノJ式が最も実際的でかつ一般に行われる所である｡

必要であり,最近の日動制御 置の進歩,保安装置の完

〔Ⅰ〕緒

我国電力開発計画の一環として,年々増大する需要に

応じ相次いで新設される新鋭火力発電所ほ,単に渇水時

の補給的役割りから,最近の建設条件が不利となった水

力発電所に代って底負荷確保の使命を負い,ますます能

率を向上させて我国今後の発電計画を火主水従へと方向

づシナている｡

これら火力発電所の発電能 の向上ほ,高温高圧蒸気

の使乱再熱サイクルの採用,機械の精密化と柏侯って

一機一権のユニット方式による大容量機により得られた

ものであることは勿論であるっ

しかし主機器の熱的機械的相性の改善,単位容量の増

大による稼動能率向上を以てしても,発電装置全体を一

質して少数の保守員をもって総括し最高能率の 転をさ

せることほ合理的な制御方式すなわち【一丁央侍り御方式によ

り始めて実現できるものであり,最近の大容量火力発電

所がすべて木方式を採用していることも当然である｡

〔ⅠⅠ〕火力発電所の中央制御

(1)中央制御の目的

中央制御の目的ほ発電所の高能率運転を少数の保守員

をもって安全容易てこしかも合理的に制御するにある.｢

すなわち最近の火力発電設備は機器の利周度と能率向

上に 申しているた軌 ボイラは高混高任大各昆のユニ

ット方式として予備をおかず,日動制御を行って蒸気発

生能率の高いものとし,タービンほ機械的に精密なもの

として蒸気の利用度を高め, は水素冷却の効果を

最高度に保持するため純度,圧力を一定に制御するなど

一貫した運転が不可欠で,もしこの平衡がいずれの点に

おいて破れても能率の低卜は必至で,さらに

さえ保証しがたい｡

Lたがってまず全機器を誤りなく安全に制御し,さら

に高能率の運転を保持するために-･圧した綜合的制御が
*
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備,計測装置の発達と相保って始めて中央制御方式が確

立され,その日的を達するようになった｡

(2)中央制御の得失

中央制御方式の採用に当ってほつぎにのべる得失を最

初に深く考慮せねばならない｡

(3)利 占

(i)全発電設備に対する必要な制御の集中と,運

転状態の常時的確な把掛こより,円滑な運転は元より,

故障時においても判断,処置を確実にして復旧を速か

に,停 時間を短くして運転の安全,

(ii)系統,発電設備の主

頼性を高めうる｡

運転状態がすべて把握

できるので熱平衡の保持,予想負荷に対する準備,給

司令に対する速かな応答をもって高能率の運転がで

きる｡

(iii)保守員の負担を軽くし保守能力を助ける結

果,常時の勤務者を少くすることができる｡

(4)不利な点

(i)制御装置が複雑かつ精鰭なものとなり,保守

点検,調整に手間を要する｡

(ii)主要機器配置床面上の 要な場所に面積の大

きな制御室を要し,かつこの点への導比管,配線など

の設備が増大する｡

(iii)保守員はよ り熟練した高級な技術者を要す

る｡

(5)中央制御方式の決定

上記の一般的な得失を考慮に入れてさらに下記の要因

を検討し採m方式を決定せねばならない｡

まず発電所建設に当っての責務を基として,これに最

もふさわしい運転方式が決定される｡すなわち底負荷用

かあるいほ尖頭負荷円かにより負荷 転時の能率に重点

をおくか,起動停止制御の便利,迅速を主とするかにより

機器とともにその制御場所ほ最も都合よく選定される｡

つぎに■･巨矢制御室における保守員の負担ほできるだけ

軽減しなければならない｡このため全制御装置を単に
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申することほ場所と装置の複雑化

の点より不利で行うべきでない｡

したがって各機器について可能な

限り自動制御を採用し,これが困

難な場合でも起動停止時のみ必要

な機器操作ほ現場とし,制御の重

複を避けねばならない｡

また計測器も簡素化を第一と

し,状態監視に必要な計器のみ中

央室におき,運転実績,能率算定

に必要な計測器は記録計とし,適

宜配置して制御盤の鮨少を図るべ

きである｡

具体的にほポイラ,_タービン,

発電機の各制御装置は各ユニット
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第1国 中 央 制 御 室 配 置 の 一

例

Fig･1･An Example of Centralized ControIRoom Arrangement

毎にまとめ,これらを中央室に集中する｡而して高度に

自動化されたポイラ,発 機制御装置は主要制御を中央

室へ集中し,タービンは操作盤,補機盤を別置し,中火

室において運転監視,調整に必要な制御装置のみ

る構成が現段階で最も妥当な方式である｡

(る)中央制御室の配置

中央制御室の酉己置にはこれらを考

申す

Lて3様式がある｡

(i)発電設備1単位毎に中央室を設ける｡

(ii)発電設備に対する制御盤を中央室にまとめ,送

配電関係制御盤を別室におく｡

(iii)ポイラ,タービン制御盤を中火宅に,発電機送

配電盤を別室におく｡

上記中(iii)の様式ほ中央室を縮少し,制御上のまと

まりもよく,米国において一般的であり我国でも多く採

用されている｡

中央制御室の実例としては,砂川第二発電所〔(り様

式,弟1図)鶴見第二発電所〔(iii)様式,第2図)など

がある｡鶴見第二発電所においてほタービンの起動停止

制御,補償制御ほ本体近くに操作盤,補機盤,空気ポン

プ盤などを設置して行い,運転中の監視制御を中央制御

盤で行う｡

〔ⅠⅠⅠ〕ボイラの制御装置

(1)自動制御装置

火力発電設備を最も特徴づけるものほボイラである｡

最近の大容量ボイラほ高温高圧へと進み,5130C,98

kg/cm2,280t/h級ほすでに実績をあげ,さらに5380c,

134kg/cm2,435t/b なども建設が緒についている｡し

かもこの蒸気を常に定圧定温に保つばかりでなく,燃焼

能率を高く保って安全確実に 転することは人力をもつ

ては容易なことでなく自動制御装置の採用により始めて

満足な 転ができる｡

自動燃焼制御の第一の目的ほ負荷変 にかゝわらず蒸

気圧力を一定に保つにある｡このため蒸気圧力変動を検

JL与し,燃料,空気の供給量を 生して急速に圧力を所定

値に復元させ変動を最小限に抑えている｡

第二の目的は蒸気圧力一定値保持のための燃料対空気

の比率を最高燃焼能率点に保つことである｡ガスまたは

油燃焼の場合に対し,微粉炭燃焼の場合は燃料量の正接

測定ほ困難で,蒸気流量対空気流鼻比より間接的に最適

燃料比率に調整している｡

第三の目的ほ炉内圧力の定圧またほ負荷に応じた最適

値に保つことである｡このため炉内圧力を所要点で検Ⅲ

し送風装~置'王を制御している｡

上記燃焼制御以外に常時権胴水星の一定値確保が絶対

に必要で,このため拒胴水位に給水,蒸気流量を加味し

た自動

イラiこ

水制御力式が最も合理的なものとして大容去主ボ

用されている｡一般に燃焼,給水両制御装置は必

ず糾合せ使用されこれらをボイラ制御装置と級称する｡

ボイラ自動制御装置には電気式,空気式などがあり空

気式のベーレ装置は多く

磁気増幅器など制御要

用されている｡最適電気式も

の特性向上により急速な 歩を

とげ,導址配管の煩わLさも少なく今後広く採用される

憤向にある｡これら自動制御の被操作機器ほ通風,燃料,

給水など多数の補機とし,その電動機ほ合理的な制御順

序に従って起動停止制御され,ベーン開度,速度の加減

により速度自動調整が行われる｡弟3図に給水制御盤を

ホす｡

し2)中央制御盤

上記の通り補慨類は合理的な制御順序に従い一貫した

過勤が行われ,また燃焼,給水,温度の日動制御 置が

完備しているのでボイラほほほ完全な中央制御が可能で
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第2岡 中央制御琶配置および制御盤構成の一例

(その1およびその2)
Fig.2.An Example of Centralized ControI

Room&ControIBoards Arrangement

ある｡すなわち補機電動機,調整弁,点火装置, 水処

珊などの制御器具ほ中火実に集中し計測器を備えて遠方

制御を行いうる｡自動制御装■掛こ附属する使用除外選択

装置は元より整貢己氏加減装置などもすべて中央制御盤上

に集中され計器を監視しつゝ自動制御に安心して要せて

おくことができる｡

ボイラ保護装置としては過 気温度の過昇,蒸気圧

の過大,発電機負荷喪失時の過熱などに対し自動保護装

置を完備するほ元より,給水,蒸気,燃焼各系統の異常

状態,補機電動機の故障遮断など

はすべて警報表示され迅速的確な

処置を容易にしている｡

ボイラ中央制御盤わ実例として

砂川第二発電所 4900C,69･5kg/

cm2,170t仲用および鶴見第二発

所 513OC,98kg/cm2,280t/h

闇についてのべる｡両発電所とも

自動制御装置はべ-レ方式であ

る｡砂川においてほ分離型制御机

と直立計器盤,背面継電器盤,重

油制御机,べ-レ制御盤,補機盤の

構成である｡制御机は色別した模

擬配管上の対応位置に制御開閉器

をおき,てIiリ御能率の向上を因って

いる｡また監視用に3台の工業用

テレビジョンを備えているのは特色でその外観を弟4図

(次貢参照二)に示す｡

鶴見第二発 所用はベンチボード型主制御盤と直立側

面盤より構成され弟5図(次頁参照〕に示す通りである｡

主制御盤は補機電動機,べ-レ制御器具を備え両横を縮

少して3号絶と隣接設置されている｡保守員ほ3,4号2

組を監視制御する｡側面盤にほ主に随水処理装置を攻付

け,スートブロワー,灰処理装置などは現場別置として

いる｡

〔ⅠⅤ〕タービンの制御装置

最近のタービンにおいてほ能 向上のため極めて精密

第3図 ボイラ給水制御盤(160t/b125kg/cm2

1420cl,000kW,3台斤J)

Fig.3.Boiler Feed Water ControIBoards for

3set of160t/h,125kg/cm2,1420c,1,000kW
Motor Pump
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第4図 ボ イ ラ 中 央 制

(490ウC,69･51;g/c皿2,170t/b,1曜用〕

御 盤

Fig.4.Boiler ControIBoards forlset of

490Oc,69.5kg/cm2,170t/h Boiler

な構造を備え,起動,並列,負荷,停止の制御ほ,

復水,加

.′二ご

ヌ＼,

器各系統の多数の機器の順序正しい操作の上

に熟練した取扱いが必要である｡ 局急速起動を支配す

るものほタービンの急激な状態変化に対する熟応力と革

室およびロータ間の伸び差でこれを安全値に抑えつつ運

転するにほ慎重な配慮を要するため,自動化することほ

容易でない｡したがってタービンの起動停止制御は本体

近くに操作盤,補機盤をおき必要時所要の 転艮を配し

て操作することが結局制御時間を短縮L急速起動を可僕

とする実 的な方法である｡

(り 補 轢 盤

補機盤ほ補機室床面上に設置し,復水,循環水系統各

機器 弁短の制御監視器具を取付け補機 の制御を行

う｡

(2)操 作 盤

操作盤ほタービン床面上本体操作点近くにおき,主蒸

気,タービン本体,抽気などおもな制御監視綜具を配し,

短時間に合理的で安全な制御を行うことができるように

し,負荷運転中ほ随時巡回するにとどめ主塞止弁,抽気

道止弁の健否の点検もできるようにしている｡一例を葬

る図に示す｡

(3〕中央制御盤

中央盤においては負荷 転中のタービンの監視と調

整,故障発生に際しての処置,相磯 の運転把握をその

任務とする｡すなわち主蒸気系統要所の址九 温度,復

水,給水加 器系統の圧九 真空,温塵,圧油系統浦拝

など熱平衡,機械監視用計器を備え,これにより復水,

冷却,給水加 系統の電動弁開度を調魔し

保っている｡またタービン本体の

な好良

転監視用として速度,

カム軸位置,軸受振動掛隠 申室伸びおよび伸び差,ロー

タ偏心などの特殊記録計器の外熱管理記鈷計器を備え,

別-Il甘第12号

第5図 ボ イ ラ 中 央 制 御 盤

(513凸c,98kg/cm2,280t仲,1植用)
Fig.5.Boiler Control】∃oards forlset of

513Dc,98kg/cm2,280t/h Boiler

第6図 タービン操作備 510けC,88kg/cm2,
66,000kW,3,000rpm タービン用

Fig.6.Turbine Starting ControIBoard

forlset of 510DC,88kg/cm2,66,000kW,
3,000rpm Turbine

記録による解析と故障の初期の換り_lを助けている｡

この外すべての補機類の動作表示,異常の警報表示を

備えているから万一故障発生の場合にも万全を期すこと

ができる｡第7図に中央制御盤の一例をホす｡保守員が

そのまゝ左右にタービン本体を見透せる特殊構造として

安心感を与えるようにしている点に特徴がある｡

(4)保護装置

タービン運転の信板度を高め,中央制御を安心して行

わしめるものほ優秀な保護装置である｡

頁故障発′Ⅰミの際にほ遅澤なくその惟質に応じて加減弁

または主塞止弁を油圧をもって 断しさらに故障検出装

置接瓜をもって非常停止ソレノイドを附軌 主塞止弁

断と同時に主電気回路 断器を閉路L警報表示を行う｡



火 力 発

第7図 タqピソ中央制御偉 510Oc,88kg/cm2
66,000kW,3,000rpn タービン川

Fig.7.Turbine Contro】Boards forlset of

510CC, 88kg/cm2, 66,000kW,3,000rpm

Turbine

故障とその処置は下記の通りである｡

加減 弁主塞止弁

同上

断 非常調 機動作( 度110%動作)

断 復水器兵空低下(真空 70%動作)

潤滑油油圧低下(40%動作)

(非常ソレノイド)排気室温度上昇(帥OC動作)

スラスト磨

非常停止釦

発電機故障

作

し1300C動作)

この外軽故障および補機異常警報表示が完備している

ことほ勿論である｡

〔Ⅴ〕発電機および主回路の制御装置

(り 水素制御装置

冷却装置においてほガス置換,鵠封,純度,圧力

保持などの｣三要な制御が安全に行われなければならな

い｡このため密封油圧保持は 主窪電動徽駆動ポンプの外,

直流電動機駆動ポンプを予備としi山江低~印寺自動起動さ

せ,軸受内外の差圧を保ち水

水

の漏洩を防止するは勿論,

圧力を日動調悠しさらに保護装置を備えて水素装置

に対し信頼度を高めている｡

ガス置換,密封油装置制御ほ現場操作盤において必要

な計器を監視Lつつ行う｡運転中は自動調整に委せられ

るので中 水
･い

き忙力,純度,差

圧,ガス流量などの計器とともに故障の警報

備え,状態監視ができるようにしている｡

(2)主回路の制御装置

示装置を

主電気回路ほ大容量機に好適なユニット方式とし,

圧同≠切方式が採用されるのが一般である｡

この主回路ほ多くの配管 高温部が近いた

めまとまりよく安全性の高い建設容易な密閉型母線を

の 中 央 制 御

第8図 23kV4,500A 密閉母線のユニット

Fig.8.A Unit of 23kV,4,500A Metal

Enclosed Bus

第9図 HTD 型自動電圧調整装置キユーピクル

Fig.9.Type HTD Automatic VoltageRegu-

lator Cubicles

用することが有利で最近広く行われている｡その外観を

弟8図に示す､-.

発電機中性点は100A抵抗接地の外ユニット式に好適

で経済的な柱上変圧器接地方式の

る損傷の軽減を図っている｡

によ

励磁制御ほ自動電正調盛装置によるのが普通で,従来

の振動型またほ抵抗器塾などの接点型にかわり,無援点

の増幅暑詩型が採用される傾向にある｡HTD型日動電圧

調盛装一抑ま同J切機川として多くの実績を有し,精度と速

応性に優れた特性を発灘している｡特にタービン発電機

用は 機であるため調整容量少くて済み,60,000kW,

3,000rpmの場合1kW HTDで充分であって水 発電

機に比べまとまりよいものである｡策9図はHTD型自

動電圧調整装置キユーピクルの外観を示し舞10図(次貢

参照)は動作オシログラムの一例である｡

(3)保護継電装置

発電機保護継電装置はいずれも高速度動作型が採用さ

れ,高感度匿より故障を初期 微のうちに検才一1-†,迅速に

処置して被腎の局限を因っている｡またその構造は点検
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第10図 HTD型 AVR動作オシログラムの一例

38,000kVA,11kV発電機用整定点10% 急

変時

Fig.10.An Example of HTD AVR Perform-

ance Oscillogram for 38,000kVllkV ACG,

10%Sudden Change of Setting Voltage

調整に便な引出し回転型としさらに最近ほ三相型を使用

して盤面を簡潔なものとしている｡

相聞短絡の保護にほ 導環型高速度比率差動電流継電

器KY型または弟11囲に示す三相型のKY3空里を適用,

内部短絡に対し1サイクル以内の高速度動作をさせてい

る｡

固定子巻線は概.ナユ1ターン構造なるため層間短絡保護

は必要としない｡接地保護は100A接地方式iこ対しKYG

塾,柱上変圧器接地方式に対しKGV-QX型を適斤L い

ずれも95%以上の保護範囲を有し,高速度動作をさせ

ている｡

発電機が界磁を喪失するときほ過電流ほ勿論,同期外

れの惧れがあるので確実な保護が必要である｡第12図に

示すKE型界磁褒失継電器ほイムピーダンス継電器塑高

速度継電器で外部故障,同期外れに対する誤動作防止を

充分にし動作を確実かつ鋭敏なものとしている∵

(4)配 電 盤

発電機盤笹は電気回路制御.計測,保護 琵を集中し

分離机型操作盤,直立計器盤,背面継電器盤の構成が一

般である｡

本盤によるタービン制御は調速機,負荷制狙箸別こよる

出力調整のみとし,タービン盤との制御の重複をさけ,

電圧調整器による 圧,無効電力調整とともに,総括制

御盤に集中し2ないし4組分をまとめて常時の監視制御

に健としている｡保護継電器動作時の処置は発電機とと

別冊第12 号

第11図 ⅩY3型高速度比率差動電流継電器

Fig.11.Type KY3,High Speed Ratio

DifferentialCurrent Relay

第12図

Fig.12.

Relay

KE 型 界 磁 喪 失 継 電 器

Type KE,Loss of Excitation

もにタービンも適切迅速に行うが警報表示は軽故障も含

めて個別表示は発電機のみとLタービンの機械的故障

断は一括表示として簡単化を岡っている｡

〔ⅤⅠ〕所内回路の制御装置

補機竃動機用として所内電線は不断に確保せねばなら

ない｡したがって所内変圧器には予備をおき3kV母線

は二 とするなど回路構成に留意して万一故障あるとき

はその除外と健全側への切換を迅速に行って無停電給電

を図っている二.このため保護装置とともに中性点ほ100

A抵抗接地として特に接地故障の早期の確実な保護を容

易としている()

補機 動機ほ最近中小容量滴として400Vが採用され

開閉制御装置とともに経済性の向上が図られている｡

3kV開閉制御装置ほすべてメタルクラッド型とし,塵

挨多く高熱の配管錯雑する所内に安全でまとまりよく設

置できるようにしている｡弟13図はVSlOM-MA型メタ
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第13図 VSlOM-MA型メタルクラッドスイッチ

ギヤー

Fig.13.TypeVSlOM-MA MetalCladSwitch-

gearS

ルクラッドスイッチギヤー なは器断 しで火災の惧

れなく保守点検に簡便なBMM型磁気吹消型が使用され

ている｡低圧開閉器は勿論接触器函とするが故近は本体

の点検に使な引出し塾も mされている｡

これらメダルクラッドスイッチギヤー,接触

Q6型電子管式記録計

Type Q6Electronic Recorders

函は制

晶

発変電所においてほ電力管毘上各種の電気昆などを正

確に記録しておくことが必要で,確度の高し､記録計が安

求される｡本掛こほ電子管式日動平衡機構の接術と従

の電流力計塾計測機構とを巧みに組合せたっ いわゆるト

ルクバランス方式の交流電圧,電流,電九
無効電力な

どの記録計,および各穐ブリッジあるいはポテンシオメ

ータ方式の温度,水位,周波数の記録計などがある｡こ

の新型記録計は~F記のような特 を有し,今後の標準型

記録計として享切符されている｡

(1)電子管式平衡方式であるため確度が高い｡

(2.)記録ペンは平衡用電動機によって駆動されるた

めトルクが大きく, 擦などによる誤差がない｡

(3〕操作電源,電子管増幅器の特性などの変動によ

って指示に影響を与えることがない｡

(4)内部磯路増幅器など保守,点検に便利な構造

の 中 央 制 御

御計測,保護装置を備え必要に応じ現場制御ができるよ

うになっている｡

〔ⅤⅠⅠ〕結

我国今後の発電力増強の重責を荷い続々新設される火

力発電所は,その特異性として年間を通じ長期の底負荷

運転と出力変動激しい水力発電の短を補う尖頭負荷運転

の二

高く

の性格を負っている｡これを綜合して発 能率を

転するためには,起動停止制御が迅速碇実にでき,

運転時の最高能率点の保持が容易に小数の保守 で行え

るよう精密な日動制御装置の発達が望まれ,合理的な計

測装置の開発と相陰って我国の電力 惜に最もよく合致

した独得の制御装置の確立のため不断の研究と努力が払

われている｡

参 薯 文 献

樋軌 条野:日立評論361297(昭29年9月)

F.Estcourt.Tras.Asme343(April,1955)

紹

第1図 Q6型電子管式記録電力計

Fig.1.Type Q6 Electr･Onic

Recording Wattmeter

である｡

(5)点検,保存上使利な折畳み式記録紙を使用して

いるr)

〔6)記録紙の駆動は停電対策ならびに周波数の影響

を受けない電気巻時計やパルス式電磁時計など必要

に応じた方式を採用しうる｡

(7)温度計の多点印字機構ほ独特な方式で,簡潔か

つ巧妙な構造である｡
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S24型水素純度指示計

Type S24Hydrogen Meter

本計器は第二鶴見火力発 所および新東京火力発電所

納ターボ発電機の水素冷却装置用計器として日立製作所

されたもので,純度測定の原揮は発電機内の封入

圧とロータの回転により生ずる風圧,または別箇に

モータフアンを回転させて生ずる風圧との圧力 により

純度を測定する風圧式である｡従来この程の計器は電気

誘導式を採川しているため構造上計器が大型となり,酉己

電盤に他の計器と並んで取付けるむこほ,盤面積および体

裁上不向であった｡今回は電流力計型比 討と同様の

理で動作させ,他の配電盤計器と同様140角のS24型と

S24型ター ビ ン伸び差指示計

TypeS24TurbineDifferentialExpansion

Indicator
山一~､･-】･へ一~-ノ〉＼､一‥＼‥~､-/｢-一､〉/〉--ノー〉-＼一′､一へ一一＼/､/＼ノ＼/-＼/W､-/1/＼/＼-/＼/＼〈一･､/＼一一-･_ノ､_一､ノ､ノ､ノ､-_一-_/＼/､_〈〈_

火力タービンの回転部と 止部との距離は一般に僅か

数mmで､その歳短距離を運転員が常に正しく知ること

は非常に 安なことである｡ロータ軸は絶えず推力を受

けるが､ロータ軸,ケーシングとも 膨脹によってこれと

反対方向に伸びを生ずる｡しかもこの量はいずれも高圧,

大容量になる程大きく,また時間的変化の割合によって

も差がある｡もしこの両者の差が甚しくなると,たとえ

推力メタルに異常がないとしても回転部と静止部が接触

する危険がある｡木器の検出部は 0.1mm の高精度で

この伸び し 導線によって所

蒸気タービンブレード用不鋳鋼の製造

Manufacture of Stainless Steelfor Steam

Turbine Blade

蒸気タービン用高Cr系不銑鋼は高度の機械的性質を

要求される｡日立製作所安来工場では優良なる雲伯真砂

々鉄から作られた木炭 を主原料として熔解,鍛錬,圧

延ならび熱処理等高度な技術と徹底Lた品質管f■封こ基い

て優秀な不銑鋼の量産を行っている｡

近時蒸気タービンは次第に高温,高圧に移行する傾向

にあるが,同工場においてほ一般不銑鋼の外,特殊な元

を配合,材質について種々研究を完成し,これらの

性質を十分満足する不鋳鋼も生産を行っている.｡

また製品は機械的性質の外無破壊検査法としての超

音波探傷･磁気探傷あるいはザイクロ検査法を実施し内

部欠陥の絶無をほかり,一方銅鐸,偏析 の十分な検討

ーー120

紹

S24 型 水 素 純 度 計
Type S24Hydrogen Meter

した｡木方式のものはすでに流量計,液面計として各方

面に納入し好評を得ている｡

要の位置で指示するものである⊂)なお指示のほかに警報

断装置も併用できるので,タービンの適正な 転と事

故防止にすでに多くの実績をあげて好評を得ている｡

第1図 S24型 タービン伸び差計および同検出部
Fig･1･TypeS24TurbineDifferentialExpansion

Indicator andIts Detector

第1図

Fig.1.

Blade

蒸気クーピソブレード川不鋳鋼

Stainless Steelfor Steam Turbine

が行われ,材質は斯界に定評ある製品である｡

なお写真は最近製作した17,000HP 蒸気タービン用

翼鍛造品を示すものである｡




